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【研究 ノー ト】

公共空間における散乱 ごみ防止のための,実 験系の設定,

散 乱 ごみ の分 析,人 員 の動 態計 測 お よび

ごみ発 生 原 単 位 に関 す る基 礎 的 研 究

早 瀬 光 司*・錫 木 圭一郎*

【要 旨】 散乱 ごみ防止の ための基礎 データを得 ることを目的 と して,広 島大学構内 の公共空間で ある

「スペ イン広場階段部」 を実験 系に設定 し,20の 小系 に分 け,雨 天 の日を含む一週間 にわ たって散乱 ご

みの組成分析を行 い,排 出源 と しての滞留 ・通過人員を写真撮影 により計測 した。雨天時の結果か ら,

散乱 ごみ発生 に対す る通過人員のみの寄与を観測す ることがで き,散 乱 ごみ発生原単位 と して,缶 びん

ごみで は滞留人鼻を基に,吸 殻 ごみで は全人員を基 に して算出す るのが適当で あることが示 され た。缶

びん ごみ,吸 殻 ごみ の発生 原単位 はそれぞ れ,0～0.16(一 週 間平 均で0.10),0,54～1.00(同 平 均で

0.66)個/人 ・時 と算出 された。本実験系 は,散 乱 ごみの研究を行 う上で充分実用的な系であ ると考え

られ,今 後 は,通 常 の状態にお ける散乱 ごみ発生を レファランスと して,法 的規制,用 具類の設置,啓

発 活動な どを行 った後 の散乱 ごみ発生の状 態変化を探 り,散 乱 ごみ防止のための実践的研 究を行 ってい

く場 として活用 される。
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1.は じ め に

これ まで地方 自治体 による散乱 ごみ防止条例制定 が相

次 ぎ1-3),ま た,街 路や海 浜 など におけ る散 乱 ごみ につ

いてが報告 され てい る4,5)。散 乱 ごみ問題 の解決 には,

公共空間の利用者数が どれ ほどであ り,ど の ようにどれ

だ け散乱 ごみを発生 して いるか という実態を調査す るこ

とが まず第一 に必要 とな り6),そ のデ ータを基 に して初

め て,法 的規制,環 境整備7),啓 発活動等を考え ること

がで きる。 その ためには,「 散乱 ごみ」 が発生 して いる

現場 で,散 乱 ごみの実態を実証的に明 らか にす るための

実験 系を設定す る必 要があ る。一 方,筆 者 らの所属す る

広島大学構 内に は 「スペイ ン広場 」 と呼ばれ る公共空間

があ り,特 にその階段 部は,こ れを利用 した学生 によ っ

て、ごみが放 置6散 乱 される ことが常態化 している。 そ こ

で,「 スペイ ン広場」 の中で も散乱 ごみの顕著な 「階段

部」 を散乱 こう問題 の実証研究 に活用す ることが考 え ら

れ た。

本研究で は,散 乱 ごみ防止 のための方法論 と改善策 を

探 る現場 の実験 系 と して広 島大学 「スペ イ ン広場 階段

部」を選択 し,こ れを実験系 と して設定す ることの実用

性,有 用性を考察 し,合 わせて,散 乱 ごみ発生,人 員の

動態,お よび散乱 ごみ発生原単位な どの基礎デー タを得

ることを 目的 とした。

2.実 験

2.1実 験 系の設定

Fig. 1に 広島大学構 内の通称 「スペイ ン広場階段 部」

とその周辺 の図を示 した。 「スペイ ン広場 階段部」 を利

用 する人員 の流 れに関係 する ものと しては,階 段 の上部

(西側 に当る)で は,北 側 に1,2年 生約5,000名 が受講

している総合科学部(Faculty of Integrated Arts&
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Fig. 1 Map and outline of Spain Square Steps 

in Hiroshima University

Sciences)へ 繋 が る空間,西 側 には通路 を兼 ね た広 い

平 らな 空 間 を隔 て て 図 書 館,南 側 に は生 協(Co-or

shop)の 食堂(生 協 の建 物の2階 に相 当)が あ り,階

段 の下 部(東 側に当 る)で は,南 側 に生協 の売店(生 協

の建物 の1階 に相当),東 側には他学 部へ向か う(下 る)

階段,北 側に は総合科学 部の講 義室に連絡 する通路 があ

る。学生 は 「スペ イン広場階段部」を通過 す るのみでな

く,段 差があ るため腰掛 けやすいので,休憩 ・雑談 ・間

食の時間 と した り,昼 食を摂 った りな どして過 ごしてい

る。

「スペイ ン広場階段部」 の形 は孤 を描 いた長方形 で幅

9.8m,長 径34.5 m,短 径26.5 mで あ る。段数 は全部て

22段 あ り,各 段 の 高 さ は14～15cm,幅 は33～35 

cmで,第11段 目 は幅 が155 cmと 広 く,ま た,第22

段 目は最上部で あり広場兼通路 にな っていて総合科学部

や図書館へ と連絡 して いる。 ここで実験系を細分化 して

研 究 す るた め,「 スペ イ ン広場 階 段部」 を上 下 に5段

[第1段=0～5段,第2段=6～10段,第3段=11

段,第4段=12～16段,第5段=17～22段],左右

に4列(A列 ～D列)に 区切 って20の 小系(A列1段

目,A列2段 目,… …,D列4段 目,D列5段 目)に

分 けて実験 を行 った。 これは,滞 留 ・通過人員 と散乱ご

みとの関係 に,空 間 の相違 による差異が見 られ るか否か

を探 るたあである。

2.2測 定項 目

測定項 目は以下 の4項 目 とした。

(1)散乱 ごみに関す る項 目:以 下 のよ うに分別 して20

の小 系毎 に計量 した。

「スチール缶」 「アル ミ缶」 「びん」 「紙 コップ ・紙 パ ッ

ク」 「紙類」 「プラスチ ック類」 「木材」 「吸殻」 「たば こ

包装 物」「菓子類」 「プ リン ト類」「冊子類」「レシー ト」

「その他」

(2)ごみの発生 源 とな る人員 に関 す る項 目:「 系 内 に

座 って い る人,ま た は立 ち止 って い る人」を 「滞留 人

員」,「系内 を通過中の人」 を 「通過人員」 とし,20の

小系毎 に計測 した。立 って いる人の場合,歩 いて いるか,

立 ち止 って いるか は写真か ら充分明瞭 に判断で きた。

(3)気象条件 に関す る項 目:「天候」 および 「気温」 と

した。

(4)実験 系周辺 の ごみ箱 に関す る項 目:Fig. 3に 示 し

たよ うに,南 側の生協売 店前 に設 置 された14個 の ごみ

箱 と した。 ごみ箱の分別形態 は,「 缶」=5個(5,6,

7,9,12),「 びん」=3個(4,10,11),「 紙 コ ップ」

=2個(3,8),「 無表示(階 段側)」=2個(1,2),

「無表示(生 協側)」=2個(13,14),の5種 で あ り,組

成 分 析 の項 目 と して は,「 スチ ー ル缶」,「アル ミ缶」,

「びん」,「紙 コップ ・紙パ ック」,「その他」 と した。

2.3測 定方法

2.2の 各項 目につ いての測定 は次の ように行 った。

(1)散乱 ごみに関す る項 目:測 定期 間中 は系 内の清掃

を午前8:00に 行 って,毎 日ごみのない状態か ら実験 を

ス ター トした。発生 した1日 分の散乱 ごみ は20の 小 系

毎 に回収 し,研 究室 に持 ち帰 って調査票 に したが って分

別 ・計量 ・記録 した。

また,実 験 中に清掃 を専 門 とする人 に 「スペイ ン広場

階段部」 が清掃 される ことのないよ う,事 務部学生課 お

よび総合科学部 学生係 に赴 き,「実験期 間中に は筆者 ら

が毎 日清掃す るので掃 除を しないよ う」 に依頼 した。

(2)人間 に関 す る項 目:イ ンターバ ルカメ ラをFig. 1

の東側の地点 に置 き,自 動 化 して定点定 時撮影 を行 った。

イ ンターバル カメラの撮 影 は5分 間隔 に設定 し,8:50

～18:20ま での間 を4本 のモ ノクロ フィルムを用 いて

撮影 した。最初の3本 はフィル ム感度ISO32を 使 用 し,

最後の1本 は夕方にな るため,感 度の良 いISO400を 用

いた。撮影後の フィル ムを現像 し,印 画紙(キ ャビネサ

イズ)に 焼 き付 けてか らA列1段 目～D列5段 目まで

の20の 各小系 ごとに 「滞留人員」・「通過人員」を読み
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取 り計数 した。

「滞留人数」・「通過人数」の計数 は以下の ように行 っ

た。5分 間隔の撮影時刻毎にその一枚の写真 に映 って い

る人員が,そ の時刻の前後2.5分 間の計5分 間広場 に滞

留 ・通過 した と考えて,人 ・時(man・hour)の 単位

で人員 を算 出 し,そ の 日の全写 真 を合計 して 「滞留 人

員 」・「通過人 員」(人 ・時)と した。た とえば,一 枚の

写 真 に24人 の滞 留が確 認 され る と,24×5(人 ・分)

=120(人 ・分)=2(人 ・時)と 計算 され る。 また,

写 真では人数 までは数 え られ るが,同 一人 物か どうかの

判 断まではで きなか ったので,述 べ人数では数 えなか っ

た。 また。述 べ人数 がカ ウン トで きた として も,述 べ人

数 では,あ る人 が どれだけの時間そ こに滞留 したのかが

考慮 されないので,不 適 当 と考 え られ る。 また,座 った

り立 ち止 った り,歩 行 した りしてい る人 の足の位 置(段,

列)を 以 てその人 の滞留 ・通過位 置 とした。

(3)気象条件 に関 す る項 目:天 候 は 目視観 測 し,気 温

はアスマ ン通風乾湿計 を用 い,東 広 島地域 におけ るアメ

ダスの気象 デー タと比較 ・参照 した。

(4)実験 系周辺の ごみ箱 に関す る項 目:5種14個 の ご

み箱 につ いて,撮 影 終了後 回収 し,研 究室 に運ん で10

kg秤 を用 いて分別 ・計量 した。

2.4予 備実験お よび実験期間

測定 項 目 ・測定方 法等 を熟 知,改 善 す るた め,1995

年10月25,26日 の2日 間 に,予 備実験 を行 った。 予備

実験の結果か ら調査票 や測定項 目,測 定方法等 につ いて

改良 を加 え,実 測期間 を11月13日(月)～20日(月)

の一週間 に設定 した。 この実験期間 を設定す るにあた り,

滞留 ・通過人員 による散乱 ごみへの それ ぞれの寄与 を識

別で きるよう,天 気予報 により雨の降 る確率 の高 い週 を

ね らって実験を遂行 した。

3.結 果 と 考 察

3.1散 乱 ごみの計測(組 成分析)

考慮 しな ければな らな い点 と して,散 乱 ごみ は風 に飛

ば された り,蹴 られた り,空 き缶な ら転が り落 ちたりす

る可能 性があげ られ る。 しか し,空 き缶 はほとん どの物

が立 っていたので移動 はなか った もの と考え られ る。 ま

た,紙 等 も風に飛ば されれば,階 段最下部の東側の広場

の面 に多 く散乱す るはずであ るが,そ の ような所 には存

在せず,階 段部にのみ存在 したので,風 に よる移動 もほ

とん どなか った と考え られ る。

ただ,一 週間 の うち一度 だけ初 日(11月13日)に,

生協 の人によ る不定 期な清掃が行 われたが,そ れ は追 跡

調査 し補正 した(清 掃 した人を探 し出 し,幸 い,集 めた

ごみ の種 類 と個数 を計数す る ことがで きた)。 その後 こ

の ような出来事 はなか った。

3.2人 員の計測(写 真撮影)

実験を行 ってみて気付 いた点 として は,カ メラに興味

本位で触 ろうとす る学 生がいた ことや,カ メラの 自動焦

点設定の ピン トがずれて しまった こと等 があ る。前者 に

ついて は,カ メラの設置場所や監視 方法な どを再考 す る

とともに 「カメラに触 れないで くだ さい」 とい う注意書

きをカ メラに添付 し,後 者については,手 動焦点設定 に

変 更 して解決 した。

3.3気 象 条件

11月13日 と17日 は晴天 で気温 も17～18℃ に達 し,

14日 は一 日中雨で15日 の午前 中まで続 き,気 温 も12℃

前後 に とどま った。15日 の午後 と16日 は晴れであ った。

気温 について東広 島地域 におけるアメ ダスの気象 デー タ

と比較 した ところ,全 体 的に実験現場 の値 の方 がわずか

に高 か ったがほ とんど差 はなか った。

3.4散 乱 ごみの組成 と分布

一週間 に発生 した散乱 ごみの組成 につ いて
,重 量 での

最大 はスチール缶 の2,183gを 筆頭 に,び ん:206g,吸

いが ら:202g,冊 子類:174gで あ った。個数で の最多

は吸殻 の477個 を トップに,ス チール缶:48,冊 子類:

4,び ん:1で あ った。 たば こや菓 子箱 の小 さな破 片等

は多 くなると予想 していたが,あ ま り多 くはなか った。

重量,個 数 と も,最 大(多)の ものが2番 目の約10倍

量 となっていた。

散乱 ごみの 「個数」 は行 われたポイ捨て の回数で あり,

「重量」 は回収 ・処理 作業 に影響 を与 え る因子で あ り,

「容積」 は景 観 ・美観上 の問題 とっなが る ものであ る。

個数,重 量,目 立っ とい う3点 か らも,缶 びん と吸殻が

散乱 ごみ の代表的 なもので あることが明 らか にな った。

3.5人 員の分布

一週間合計の各小系毎の滞留人員 と通過人員 とを算出

し,立 体棒 グラ フでFig. 2に 示 した。滞留 人員 で は,

各列 と も5段 目が最 も多 く全段 合計の53%を 占めてお

り,こ れ は,5段 目は最上部 と して見晴 ら しが良 く,ま

た背後が広 い空間 にな って いて圧迫感が少な く座 りやす

いため と考え られた。
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Fig. 2 The distribution of staying and passing people in Spain Square Steps in Hiroshima University

Table 1 Weekly changes of staying and passing people, scattered wastes and the unit in Spain Square

 Steps in Hiroshima University

*1:C/A

*2:[D-(12/18.3)×B]/A

*3:D/(A+B)

3.6散 乱 ごみ発生原単位

3.6.1発 生原単位 の算 出

実験期間中の一 日毎の滞留人員,通 過人員,散 乱 ごみ

(吸殻 ・缶 びん)個 数,散 乱 ごみ発生 原単位,お よび天

候 をTable lに 示 した。吸殻 お よび缶 びんの散乱 ごみ

発生原単位 を算 出す るにあたって,滞 留 ・通過 ・全人員

の うちのどれを基 に して(除 数 に して)の 原単位 が最 も

適 当であるかを以下 に考察 した。

(缶 びん ごみ)こ こで,ll月14日 が終 日雨天 であ っ

た ことにまず注 目された。 すなわち,こ の 日は終 日雨で

あ ったので,滞 留人 員 は0.33人 ・時 とな り他 の 日のわ

ずか0.2～1.6%と い う極 めて小 さい値 を示 した。 そ こ

で,11月14日 は滞留 人員の散乱 ごみへの寄与 は無視で

きると考え られ るので,通 過 人員(18.3人 ・時)の みの

寄与が観測 された ことにな る。そ してll月14日 は散乱

缶 びん ごみがゼ ロであ った ことか ら,通 過人員 によって

は散乱 缶 びん ごみ は発生 しない こ とが わか った。 した

が って,散 乱缶 びん ごみ発生原単位の算出 において は,

滞留人員を基 に して(除 数 に して)計 算 し考察 に供す る

の が適当 と判 断 され た。そ の結 果 をTable lに 示 した

が,散 乱 缶 びん ごみ発生原 単位 は天気 が良 く気温 の高

か った13,17日 に高 い値 を示 し,雨 天,曇 天 の14,15,

20日 に は低 か った。天気 が良 い と液体飲 料の消 費が増

加 し,そ れにつ れて原単位 が増加 したと考 え られる。 ま

た,重 量 ベー スでの 発生原 単位 は一 週間 平均 で4.5g/

人 ・時であ った。

(吸殻 ごみ)こ こで も,や は り11月14日 が雨天 で滞

留人 員の存 在が極 めて小 さ く,通 過人 員のみの寄与 が観

測され ることに注目された。 そ こで,こ の 日は散乱 吸殻

ごみが12個 検 出 され,そ の発生 因 は通過 人員 によ るも

のであ るので(歩 きなが ら煙 草の ポイ捨てを してい る人

を良 く見 か けること と符合 してい る),通 過人員 に よる
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散乱吸殻 ごみ発生原単位 と して,こ の12個 を14日 の通

過人 員(18.3人 ・時)で 除 し,0.66個/人 ・時 を得 る

ことがで きる。 そ して,こ の通過人員 による発生原単位

を他の 日にも適用す ると仮定 して,他 の それぞれ の日の

通 過人 員 にこの発生原単位を乗 じて通過人員 による散乱

吸殻 ごみの個数を算出 し(11月13,15,16,17,20日 に

おいてそれぞれ21,18,22,21,is個),そ れ らの個数を

散乱吸殻 ごみの全個数か ら減 じて滞留人員 による散乱吸

殻 ごみの個数 を計算 し,そ れ らを滞留人員で除 したもの

がTable lのF欄 の滞留 人員 によ る散乱 吸殻 ごみ発 生

原単位 である。 ここで,こ れ らの値 の一週 間の平 均値 は

0.66個/人 ・時 とな り,ち ょう ど通過 人員 によ る散 乱

吸殻 ごみ の発生原単 位 にほぼ等 しくな った。F,G欄 の

標準偏差 はそれぞれ0.35,0.15で あ った。 したが って,

散乱吸殻 ごみ発生原単位 の算 出にあた っては,散 乱缶 び

ん ごみ の場合 とは異 な って滞留人員 と通過人員 との寄与

が同程度で あ り,両 者 を区別す る必要 がな く,滞 留 ・通

過人員 を合計 した全人員 を基 に して(除 数 に して)計 算

す ることが考え られ た。全人員 を基 に して計算 した結果

をTable lのG欄 に示 したが,15日(水)に 少 し高 い

値を示 して いるほか は日による相異 はほとんど見 られず,

散乱 ごみ発生原単位 に対 しての曜 日の影響 はあま りない

ことがわか った。それ は,常 日頃の学生の動 きの観察結

果 と も一致 してい る。 そ こで,G欄 の値 はF欄 よ り平

準化 されて い ることやG欄 の方法 に よれ ば通 過人 員 に

よ る発生 原単位 を一定 と仮定す る必要 もな くな るので,

G欄 によ る発生 原単位 を今後の考察 に供す るのが適当 と

判 断された。また,重 量べ一 スでの散乱吸殻 ごみ発生原

単位 は一週 間平 均で0.28g/人 ・時であ った。

3.6.2発 生 原単位 の変化

基礎 データと して一週間全体で の各小系毎 の散乱 ごみ

発生 原単位 をFig. 3に 示 した。缶 びん ごみは,A列,

D列 およ び最 上段 の5段 目で発生が あ り,B,C列 は5

段 目以外 で は発生 がな か ったが,吸 殻 ごみ は,A列 で

発生原単位がやや大 きいもののゼ ロのところはな く分布

して いた。す なわ ち,缶 びん ごみで は周囲外側の小系 に

偏 って いるが,吸 殻 ごみで は小系 による相異 は存在す る

ものの,缶 びん ごみ に比べて全体に広 くまんべんな く分

散 して いることがわか った。 これ は,缶 びん ごみ は(周

囲外側に多い)滞 留 人員のみの寄与 によ り,吸 殻 ごみ は

小系毎 の差異 の小 さい通過 人員によ る寄与 も含 まれてい

ることと符合 してい る。

3.7生 協売店前 のごみ箱 内ごみの組成

生協前 の ごみ箱 へ投入 された ごみの一 日の量 は10,700

～17 ,500gで あ り,そ の うち53%が 缶 びん ごみであ っ

た。一 方,散 乱 ごみ の一 日の発生 量 は16～1,470gで

あ り,ご み箱 内 ごみ量 に対 す る割合 は天候 によ り異 な り,

雨 天 ・曇 天 で 低 く0.1～0.6%,晴 天 で は 高 く3.9～

8.9%と な り,一 週 間平 均 で は3.4%で あ った。 これ は

雨天 ・曇天で は滞留人員が少 な く,吸 殻 ごみ以外 の散乱

ごみの発生が小 さか ったためと思われ る。同様 に,散 乱

缶 びん ごみ重量 のごみ箱内缶 びん ごみ重量 に対す る割合

は,晴 天時で は13～31%で あったが,雨 天時で は0%

で あった。 ごみ箱内缶 びん ごみの総重量 は,雨 天時 は晴

天時の約30%で あ った。

Fig. 3 The distribution of the unit of scattered wastes (number per man• hour) 
in Spain Square Steps in Hiroshima University
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3.8実 験系の設定 につ いて

散乱 ごみ防止 の基礎 資料 を得 るた め,広 島大学 構内

「スペ イ ン広場階段部」 を実験系 と して研究 を進め,実

験系設定の実用性,有 用性 につ いて以下の ように考察 し

た。

(1)散 乱 ごみ問題を研究す るため には,な ん らかの実

在す る実験系を設定 しな ければな らな い。それ は限

定 された対象系にな るが,現 場での実証的な取組み

の継続 ・積み重ねによ り,散 乱 ごみ問題の一般化や

有用性に通 じてい くもの と考え られ る。本研究 は散

乱 ごみ問題に対 す る実証的研 究の第一 ステ ップであ

る。

(2)実 験系 として,滞 留 ・通過人 員の把握 の容易 さと

精 確 さが必要 とされ るが,本 研究 にお いて はイ ン

ターバルカメ ラを用 いる手法 によ り充分実 用にたえ

る結果 が得 られた。 また,5分 間隔の計測値 であ る

が,10分,20分 間隔 の結果 と大 きな相違 はなか っ

たので,人 員 の計測法 と して,適 当であ った と思 わ

れる。

(3)実 験系 と して,散 乱 ごみの綿密 な定性 ・定量分析

の可 能な こ とが必要 であ るが,本 研 究で は20の 小

系 に分 け,詳 細 に散乱 ごみの組成分析 を行 うことが

で きた。 ただ,考 慮 しなければな らない点 と して,

散乱 ごみ は風 に飛 ばされ た り,蹴 られた り,空 き缶

な ら転が り落 ちた りす る可能性 があげ られ るが,そ

のよ うな移動 はほとん どなか った。

(4)「 スペ イ ン広場 階段部」 に系 を限定 した ことによ

り,そ こはその周辺 の平 らな広 い空間 とは異 な り,

学生が多 く滞留 ・通過 し散乱 ごみの発生が多 く,人

口お よび散乱 ごみ密度が周辺 よ り高か ったので,実

用 に供せ る比較的集積 され たデータを得 ることがで

きた。

(5)一 週間の実験の うち初 日に,生 協 の人 による不定

期な清掃が一 度あ ったが,速 やか に追跡調査 を行 い

補正 した。その後,清 掃を役 目とす る人 による清掃

はなか った。

(6)広 島大学の学生が対象であ るため,実 験系内の人

員 に定常性,継 続性があ った。

(7)雨 天時の結果を利用す ることにより,実 験系 に見

合 った散乱 ごみ発生原単位 の算 出法を確定 す ること

ができた。

(8)研 究者 らにとって身近 な場 を実験系 として選択 し

たので,常 日頃良 く目視観測 できる状態 にあ り,実

験の事前事後 を も含 めて実験系 を充分 に把握 してお

くことがで きた。

4.ま と め

本研究で は,公 共空間の散乱 ごみ につ いて,広 島大学

「スペ イ ン広 場階 段 部」を実 証 的実 験 系 と して採 用 し

(生(ナ マ)の 現場 と して),散 乱 ごみ,人 員動態 を計測

し,散 乱 ごみ発生原単位の算出法を確定す ることができ

た。 また,本 実験系の設定 に関 して は,多 面的 な観点か

ら考察 を行い,散 乱 ごみ問題を研究す る上で実用的で あ

り,有 用性があ ると判断 された。

今後 は本実験 系を活用 し,通 常の状態 における散乱 ご

み発生 の状態を レファランスと して,法 的規制,用 具類

の設 置,啓 発活動 な ど,ま た は,こ れ らの組み合わせ に

よ る様 々な刺 激を与 えた後,そ れに よる応答 と して散乱

ごみ発生 の状態変化 を調 べ,減 少 させ る方法を探 り,散

乱 ごみ防止 のための実践 的研究を行 う予定であ る。
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Abstract

To obtain basic data for the prevention of littering, a public space in the Hiroshima University 

campus,•gSpain Square Steps•hwas set up as an experimental field and its adaptability was discussed. 

Dividing a week -including rainy days- into 20 parts, the composition of the litter was analyzed. 

Using an interval camera, the sources of the litter -passersby and people at rest- were also recorded.

Since only passersby were observed littering on a rainy day, it was suggested that the unit of 

scattered wastes per man-hour be calculated by using the number of people at rest for bottles & cans, 

and by the total number of people for cigarette butts. The units for bottles & cans and cigarette butts 

were 0•`0.16 (0.10 for a weekly average) and 0.54•`1.0 (0.66) (number/man-hour), respectively.

The setting up of the experimental field was considered to be adaptable. This experimental field 

can be put to practical use for the study of prevention of littering. Using the amount of litter under 

usual circumstances as reference, changes in littering may be sought after establishing legal regula-

tions, setting out garbage receptacles, and/or carrying out education activities.

Key words:scattered wastes, public space, setting up experimental field behavior of people, the unit 

of scattering wastes per man-hour
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